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おける被服領域の理解度と定着度

日景弥生　中舘哲子

C（社）日本家政学会

　目的　この度提示された学習指導要領の概略によると，家庭科は初めて小・中・高等I学

校を通して。男女とも履修することが義務づけられた。本研究では，小学校家庭科の被服

領域について，小学生と大学生を*l象K.,アンケート調査を行うと同時に被服実習（部分

縫い）を行い，その理解度と定着度を比較検討する。

　方法　1.アンケート調査　弘前市内の小学生50名（男子23名，女子27名）と本学学生

　201名（男子84名，女子　1 17名）を対象に，現在用いられている小学校家庭科の教科書に

掲載されている被服領域の語彙　126項a につてアンケート調査を行った。これらの項sの

うち，一知識に関する語彙（例えばまち針）については，“知っている”またぱ知らない

ﾀﾀから選択させた。また，知識及び技能に関する語彙（例えば縫いとり）については，前

者の選択だけでなぐできる”またぱできない”についても選択させた。　　2.被服実

習　　１と異なる小学生37名（男子20名，女子17名）と大学生　124名（男子61名，女子63名）

を対象に，縫いとり・まつり縫い及びボタン付けの実習を行った。なお，大学生の実習は

　124名を3グループに分けて行った。

　結果　1.アンヶ－トm査の結果は以下の通りである。①ほぽ全ての項目で，男女とも

知識の定着度の方が技術のそれより大となった。②全ての項目で，女子の定着度の方が男

子のそれより大となった。　　2.被服実習（部分縫い）の結果は以下の通りである。①全

ての実習で，女子の定着度の方が男子のそれより大となり，その傾向は難易度の高いもの

ほど顕著であった。
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食物教育の史的研究 一戦時下における社会教育面からの考察－

　　　　　東京家政学院大０江原絢子　　武蔵野女大短大　石川寛子

　目的　演者らは、すでに高等女学校における食物教育の史的研究として、、明治期ifら昭

和前半期にかけて発行された高等女学校用家事教科書を資料とし、その内容分析を行い、

逐次、時代を追って報告してきた。そしてその中で第二次大戦下において発行された家事

教科書は、明治期から昭和初期までのものと、その内容・構成に著しい相異があることを

明らかにした。そこで今回は、同時期に於ける社会教育面での食物教育を考察するために

この期に於て発行された各種資料にみられる教育内容を分析し、戦時下の学校教育と社会

教育との内容特性について把握することを目的とした。

　方法　昭和1 8年から2 0年に発行された婦人雑誌、各地域で発行された食物・食生活

指針、地域講習会、展示会など各種の社会教育資料を用いてその食物記事内容を調査分析

し、その特徴について考察した。

　結果　資料の構成及び内容は、学校教育に於ける同期の資料と同様に、各資料とも具体

的調理記事の記載が中心となっていた。記載食品としては、とうもろこし、じゃかいも、

かぼちや、さつまいもなどエネルギー源となるものが多く、野菜としては、玉葱、キャベ

ツ、人参が多出した一力、動物性食品としては、しらす干し、干鱈、鰯などのa か、いな

ごなどもみられた。調理上の共通した特徴としては、油を使用した、特に「炒め物」が多

かった。食物摂取の姿勢は、栄養摂取とそれに伴う合理性、経済性に向けられており-そ

れを追求する形として、計量・数｡量化など科学的な面を強調する傾向の強いものと時局Iを

乗り切ることに重点を置いたものとがみられた。


